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 「山口県内各種競技記録綴」（池田家文書6）  

山口県体育大会のプログラム（戦前） 

《山口県体育大会》 

「山 口 県 体 育 大 会」は、大 正 ５ 年

（1916）、山口県教育会の主催（大

日本武徳会山口支部共催）で第1回大

会が開催されました（当初の大会名は

「山口県体育奨励大会」）。主催者、大

会会場、競技種目など、時代とともに幾

多の変遷がありましたが、現在まで引き継

がれている山口県の主要なスポーツ大会

です。 

会場は、当初、主に山口高等商業学

校グラウンド（現亀山公園）が使用され

ました。昭和10年（1935）に大内御堀

に総合競技場が完成（シート15参照）

してからは、メイン会場の座を譲りますが、

それ以前の山口県のスポーツ発展のいわ

ば揺籃期を支えたのがこのグラウンドでした

（写真左）。 

《山口県体育大会のプログラム》 

「山口県内各種競技記録綴」には昭

和２年から昭和13年までの県体育大会

のプログラムが綴られており、この間の大会

運営や参加選手を知ることができます。 

およそ90年前のプログラムで、種目の呼

称等に多少の違いはありますが、スタイル

は現在の大会のプログラムとほぼ同じで

す。主に「陸上競技」、「庭球（テニス）」

「籃〔籠〕球（バスケットボール）」、「排球

（バ レ ー ボ ー ル）」、「野 球」、「蹴 球

（サッカー）」のプログラムが綴られていま

す。県体育大会では他の競技も実施され

ていますので、それらは別刷りのプログラム
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「山口県内各種競技

記録綴」 

（池田家文書6） 

旧制中学校の体育教師、

池田五七郎教諭が綴った山

口県体育大会等のプログラム

集です。昭和2年（1927）

から昭和13年にかけてのプロ

グラムが収録されており、大会

の様子を知ることができるほ

か、表紙のデザインやスポン

サーの各種広告から、スポー

ツを包む当時の社会の雰囲

気を感じ取ることができます。  第９回大会（於：高商グラウンド、大正

12年）『山口県教育』第282号より 
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だった思われます。部門は学生の部（男・女）、青年の

部（男・女）に分かれていました。 

《田島直人の名前も 》 

プログラムに掲載された出場選手の顔ぶれを見ると、昭

和２年の大会プログラムに「田島直人」の名前がありま

す。岩国中学３年生の時の大会で、走幅跳と棒高跳の

２種目にエントリーしています（表写真の下線部）。 

田島直人は山口県岩国市出身の陸上競技選手で、

昭和６年（1931）のロサンゼルスオリンピック走幅跳６

位入賞、昭和11年ベルリンオリンピック三段跳で優勝

（16ｍ00世界新記録）・同走幅跳３位という輝かし

い競技実績を残しました。とりわけ三段跳の優勝は、アム

ステルダムオリンピックの織田幹雄、ロサンゼルスオリンピック

の南部忠平につづく、この種目での日本人選手三連覇

に大きな期待のかかる中での優勝でした。また、その記録

は以後16年間破られることのない大記録でした。戦後も

長く日本の陸上競技発展に貢献し、その功績を讃えるた

めに、平成16年（2004）から毎年秋に彼の名前を冠

した陸上競技大会が維新百年記念公園陸上競技場

（山口市）で盛大に開かれています。 

田島直人が頭角を現し始めるのは昭和3年からですの

で、残念ながらは、この大会では結果は残せていません。 

この昭和２年のプログラムは、決して田島の栄光の記

録ではありませんが、記録向上をめざし、努力を重ね、悪

戦苦闘していた無名時代の田島直人の姿をとどめている

点で私たちに勇気を与えてくれます。 

走幅跳には27名、棒高跳には16名の選手の名前が

プログラムに見えますが、おそらく、この選手たちの誰ひとりと

して、将来オリンピック新記録で優勝する選手と競技してい

るとは思っていなかったでしょう。 

《指導教師の思い 》 

このプログラム集には、旧制中学校で体育の指導に当

たった池田五七郎教諭による書き込みが各所にあります。

これらの書き込みは、生徒を引率した時のものでしょう。 

表紙に「徳中池田」のサインが入ったプログラムがあります

が、「徳中」は徳山中学校（現徳山高校）のことです。昭

和２年の100ｍ競走のプログラムを例に見ると、E組の椎

木選手、F組の山田選手に目立つように波線のアンダーラ

インが引かれています（表の写真、走幅跳の島田選手に

も）。いずれも徳山中学校の選手です。その他、有力選

手に印が付けられ予選タイムが書き込まれています。また、

タイムの計算のためでしょうか、他の箇所には筆算による計

算のメモもあります。 

池田教諭は出場選手と同じように、あるいはそれ以上に

期待と不安、緊張などを感じつつこのプログラムを手にし、

選手を見守ったのではないでしょうか。プログラムの書き込み

にはその思いが刻まれています。 

 


